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アート・コミュニケーション事業を

体験する 2024

作家プロフィール

上田薫
うえだ かおる

上田葉子
 うえだ ようこ

1954年東京藝術大学を卒業後、画家として
活動を始める。1960年代後半には、なま卵
やゼリーなど身近なモチーフを選び、写真
を使って対象を精巧に描き出す独自の写実
表現を確立する。2020年頃から心不全で入
退院が増え、心臓弁膜症のカテーテル手術
を受ける。手術は成功したが、コロナ禍で
の入院などで、認知機能が衰え出す。工程
の多い油彩表現が難しくなり、リハビリと
して爬虫類や海の生き物などのスケッチを
色鉛筆で描いている。

関連プログラムや展覧会の詳細は
「アート・コミュニケーション事業を体験する」

の公式サイトからご覧ください。

Exhibition Information
Venue: Tokyo Metropolitan Art Museum 
             LBF Citizen’s Gallery 3
Period: July 30(Tue) – August 11 (Sun), 2024
Closed: August 5(Mon)
Hours: 9:30-17:30
Last admission 30 minutes before closing.
Admission: Free
Organizer: Tokyo Metropolitan Art Museum
operated by Tokyo Metropolitan Foundation 
for History and Culture

幼少期よりテキスタイルに興味を持ち、女子
美術大学で美術を学ぶ。画家 上田薫と結婚
後、キルトを始め、配色、デザイン、ミシンテ
クニックを独自に研究。作品は、ヒーリング
アートとしても使われ、医療施設などでも用
いられている。国内外で作品発表、講習会の
講師を務める。近年は簡単に取り組めるサス
ティナブルなソーイングや、キルトを気軽に
楽しめる教材作り、人材育成にも力を注いで
いる。

―上田薫と上田葉子の
生き方に学ぶ、
クリエイティブ・エイジング

「ずっと」アートと生きていく

〒110-0007 東京都台東区上野公園8-36    
Tel: 03-3823-6921　
http://www.tobikan.jp
○JR上野駅「公園改札」より徒歩7分
○東京メトロ銀座線・日比谷線上野駅「7番出口」
     より徒歩10分
○京成電鉄京成上野駅より徒歩10分
＊駐車場はありませんので、車でのご来館の際はご注意ください。

上田薫《貝殻》  1970年  アクリル、カンヴァス

上田葉子《Light and Green III》  2006年　布、糸

アート・コミュニケータ（とびラー）は
美術館を拠点に、アートを介して人々
の中に新しい価値を育む活動を行って
います。3年の任期を満了した後も、と
びらプロジェクトで培ったネットワー
クや経験を活かしながら、さまざまな
場所で活動を継続しています。

アート・コミュニケータとは？

東京都美術館のアート・コミュニケーション事業の活
動について広く発信することを目的に、2023年から
「アート・コミュニケーション事業を体験する」を始め
ました。２年目となる本年はクリエイティブ・エイジ
ングをテーマに掲げ、豊かに歳を重ねていくために、
アートが果たす力や美術館の役割について考える機
会とします。
本展では画家の上田薫とキルト作家の上田葉子の作
品展示に加えて、東京都美術館で2021年にスタート
した「Creative Ageing ずっとび」の紹介、またその

活動基盤となるアート・コミュニケーション事業の紹
介展示も行います。
会場では、とびらプロジェクトで活動するアート・コミュニ
ケータ（愛称：とびラー）と、３年間の任期を満了したと
びラーが来場者を迎え、さまざまなアート・コミュニケー
ションが楽しめる機会を作ります。

Yoko Ueda

Kaoru Ueda

https://tobira-project.info/ac-ten/ 


